
産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：集出荷貯蔵施設の機能向上による高品
質野菜の安定出荷及び収益向上

計画作成主体：あぶらんど萩地域農業推進協議会

対象品目 ：だいこん、にんじん(産地面積:83ha)

主な取組主体：あぶらんど萩農業協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：整備事業（集出荷貯蔵施設）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状：H27年度〉

〈目標：H30年度〉

作付面積：だいこん 75ha

にんじん 8ha

販 売 額：359,205円/10a

作付面積：だいこん 75ha

にんじん5.6ha

販 売 額：284,518円/10a

事業効果

○集出荷貯蔵施設（洗浄選別設備）の機能
向上により品質が向上し、販売額が増加。

○販売額の増加により、生産者の所得向上
につながり、産地強化を実現。

推進体制

地域の関係者（山口県萩農林水産事務
所、萩市、あぶらんど萩農業協同組合）
が一体となって事業を推進。

関係機関が一体となった栽培技
術指導のもと、だいこん及びにん
じんの高機能集出荷施設を整備し、
産地拡大・高品質化・安定出荷体
制整備による収益向上を図る。
これにより、販売額10％以上の

増加を実現する。

地域における独自の取組

○全員集会や反省会の開催

○堆肥、土壌改良資材の施用による土づ
くり対策

○品種等の実証ほの設置

○共同選果

○市単独事業（野菜洗浄選別設備補助事
業）による資材費の上乗せ助成

〈県・市町村単独事業〉

〈主な取組〉

地区の概要

～だいこん・にんじんの販売額～

＋26％

山口県萩市
むつみ地区

Ｈ27年度 Ｈ30年度

284,518円/10a

359,205円/10a



産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：高品質果実の増産による農家所得の向
上

計画作成主体：周防大島地域農業再生協議会

対象品目 ：かんきつ（産地面積:13.1ha）

主な取組主体：山口大島農業協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：生産支援事業（シートマルチ資材の導

状況 入）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H31年度〉

○シートマルチ

被覆栽培面積：13.1ha(出荷数量170t)

○販 売 額 ：29,484千円

○シートマルチ

被覆栽培面積：13.1ha(出荷数量154t)

販 売 額 ：24,948千円

事業効果

○シートマルチ被覆栽培の増加により、糖
度の高いブランドみかん｢島そだち｣の増
産が期待できる。

○販売額の増加により、生産者の所得向上
につながり、産地強化を実現。

推進体制

地域の関係者（山口県柳井農林事務所、
山口県柑きつ振興センター、周防大島町、
山口大島農業協同組合）が一体となって
事業を推進。

シートマルチ被覆栽培を推進し、
関係機関が一体となった栽培技術
研修及び販売促進することで、や
まぐちブランドである｢島そだち｣
の増産を図る。
これにより、販売額10％以上の

増加を実現する。

地域における独自の取組

シートマルチ被覆の効果を高めるため
の研修会実施、排水対策の徹底やかん水
指導等技術指導を実施。

○シートマルチ資材費の上乗せ助成（島
そだち比率向上対策事業）

〈周防大島町単独事業〉

〈主な取組〉

地区の概要

～島そだちの販売額～

山口県大島郡周防大島町
周防大島町地区

＋18％

Ｈ27年度 Ｈ31年度

24,948千円

29,484千円



産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：ハウス栽培の拡大による収益向上

計画作成主体：あぶらんど萩地域農業推進協議会

対象品目 ：すいか（産地面積:4.39ha(うち施設:
2.04ha、露地:2.35ha)）

主な取組主体：あぶらんど萩農業協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：生産支援事業（パイプハウス資材の導
状況 入）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状：H27年度〉

〈目標：H30年度〉

栽培面積：4.39ha

販 売 額：1,368,000円/10a

栽培面積：4.04ha

販 売 額：1,241,528円/10a

事業効果

○施設栽培面積が拡大し、販売額が増加。

○販売額の増加により、生産者の所得向上
につながり、産地強化を実現。

推進体制

地域の関係者（山口県萩農林水産事務

所、萩市、あぶらんど萩農業協同組合）
が一体となって事業を推進。

関係機関が一体となった栽培技
術指導のもと、すいかの施設化を
推進し、作型を分散することで、
品質向上と生産安定による収益性
の向上を図る。
これにより、販売額10％以上の

増加を実現する。

地域における独自の取組

○栽培講習会の開催

○品種試験の実施

○共同選果 など

○市単独事業（産地競争力強化対策事
業）による資材費の上乗せ助成

〈県・市町村単独事業〉

〈主な取組〉

地区の概要

～すいかの販売額～

＋10％

山口県萩市
相島地区

Ｈ27年度 Ｈ30年度

1,241,528円/10a
1,368,000円/10a



産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：二条大麦における高品質化
（ビール麦合格率の向上）

計画作成主体：下関市農業振興協議会

対象品目 ：二条大麦（産地面積:34.4ha）

主な取組主体：(有)アグリ永田郷、(農)吉見ファーム

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：生産支援事業（乗用管理機等のリース
状況 導入）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H30年度〉

作付面積：34.4ha

販 売 額：9,480円/10a

作付面積：31.6ha

販 売 額：8,540円/10a

事業効果

9,480円/10a
8,540円/10a

Ｈ27年度 Ｈ30年度

○機械導入による適期作業の実施及びビー
ル加工適性の高い品種への切替によりビ
ール大麦の出荷等級及び単収の向上。

○高品質化・安定生産の取組の推進により
実需者の需要に対応し、産地の競争力を
強化。

推進体制

関係者（下関農業協同組合、下関市、
山口県下関農林事務所）が一体となり、
事業を推進。

実需者からのビール大麦の生産
量の増加と品質向上の要望に応え
るため、機械の導入により管理作
業を適期に実施。
併せてビール加工適性の高い品

種への品種転換の実施。

地域における独自の取組

○品種転換に係る栽培講習会の開催

○適期作業の実施に向けた機械講習会の
開催

○流通関係者等を交えた品質検討

〈主な取組〉

＋11％

地区の概要

～二条大麦の販売額～

山口県下関市
旧下関市西部地区



産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：地元酒造業者の求めるより高品質な
酒造好適米の安定供給体制の整備

計画作成主体：岩国地域農業再生協議会

対象品目 ：酒造好適米（産地面積:8.3ha）

主な取組主体：山口東農業協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：整備事業（乾燥調製施設）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H28年度〉

〈目標:H31年度〉

作付面積：8.3ha

販 売 額：98,280円/10a

作付面積：3.4ha

販 売 額：88,358円/10a

事業効果

Ｈ28年度 Ｈ31年度

○乾燥調製施設の機能強化により、とう精
ロスの原因となる胴割粒の発生が少ない、
より高品質な酒造好適米の安定供給を実
現。

○栽培技術の向上により、単収・品質を実
現。

推進体制

地域の関係者（ＪＡ、農林水産事務所、
市、生産者、酒造業者）が連携し、需給
調整、栽培状況の確認、生産者と酒造業
者の意見交換等を行うことにより、事業
を計画的に推進する。

現状の乾燥方式では、熱風乾燥のた
め、胴割粒が発生しやすく、地元酒造
業者の求める高品質の酒造好適米が安
定供給できていない状況。
遠赤外線乾燥機を導入するとともに、

関係機関が一体となった栽培技術の向
上により、地元酒造業者の求めるより
高品質な酒造好適米の安定供給を実現
し、生産者の所得向上を図る。
このことで、販売額の10％以上の増

加を実現する。

地域における独自の取組

調査ほ場を設置し、そのデータに基づ
く適期管理の徹底と定期的な講習会の実
施による技術力の向上。

〈主な取組〉

98,280円/10a
88,358円/10a

＋11％

地区の概要

～販売額の向上～

山口県岩国市錦町宇佐郷地区

栽培技術の向
上と乾燥機の
機能強化



～販売額～

産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：酒米とう精施設の整備による酒造好適
米「山田錦」の需要拡大とそれに応じ
た生産拡大

計画作成主体：あぶらんど萩地域農業推進協議会

対象品目 ：水稲（酒造好適米:山田錦）
（産地面積:54ha）

主な取組主体：萩酒米みがき協同組合

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：整備事業（農産物処理加工施設）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状：H27年度〉

〈目標：H31年度〉

作付面積：54.0ha                

販 売 額：128,880円/10a

作付面積：30.4ha

販 売 額：97,857円/10a

事業効果

97,857円/10a

萩・阿武地域産の「山田錦」の需要が拡
大しており、増産に対応した酒米とう精施
設を整備することにより、需要に応じた生
産を可能とし、産地の収益力を図る。

推進体制

○萩・阿武地域産「山田錦」に対
し、地元酒造会社から需要が拡
大しているところ。

○従来、とう精施設のある他地域
へ米を輸送していたが、自らと
う精施設を整備することにより、
「山田錦」増産へ対応するとと
もに、コスト低減を図る。

地域における独自の取組

＋31.7％

地区の概要

128,880円/10a

取組主体、地域の関係者（山口県萩農
林水産事務所、萩市、阿武町、あぶらん
ど萩農業協同組合、生産者、酒造会社）
が一体となり、事業を推進。

Ｈ27年度 Ｈ31年度

山口県
萩市・阿武町

①主食用米から「山田錦」への転換によ
る生産拡大と重点指導による単収向上。

②生産者ごとの品質評価のフィードバッ
クによる栽培技術の改善による高品質
化。

〈主な取組〉

酒造好適米「山田錦」の生産拡大による
販売額の増加



産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：集出荷貯蔵施設の導入による高品質か
んきつの端境期出荷及び収益向上

計画作成主体：周防大島地域農業再生協議会
対象品目 ：かんきつ(せとみ)(産地面積：21.1ha)
主な取組主体：山口大島農業協同組合
成果目標 ：販売額の10％以上の増加(単位面積)
助成金の活用：整備事業（集出荷貯蔵施設）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H26・27年度平均〉

〈目標:H31年度〉

作付面積：21.1ha（出荷数量：241t）
販 売 額：524,396円/10a

作付面積：21.1ha（出荷数量：215t）
販 売 額：419,565円/10a

事業効果

524,396千円/10a

419,565円/10a

Ｈ26･27年度平均 Ｈ31年度

○低温恒湿での長期貯蔵により「せとみ」
の出荷の分散・平準化が図られるととも
に、高品質の『ゆめほっぺ』が増加。

○国産かんきつの端境期に高品質の『ゆめ
ほっぺ』や「せとみ」を出荷することで
生産者の所得向上につながり、産地強化
を実現。

推進体制

地域の関係者（山口県柳井農林水産事
務所、山口県柑きつ振興センター、周防
大島町、山口大島農業協同組合等）が一
体となり、事業を推進。

県オリジナル品種｢せとみ｣を長
期冷蔵貯蔵することにより出荷の
分散・平準化を図るとともに、上位等
級『ゆめほっぺ』を増加させ、５
～６月の国産柑きつ端境期に出荷
することで、販売額10％以上の増
加を実現。

地域における独自の取組

○『ゆめほっぺ』の内部品質向上、連年
安定生産のための土づくり

○外観品質向上のための防風・防鳥施設
整備

○光センサー選果による品質の平準化、
上位等級品質の安定的な選別

〈主な取組〉

＋25％

地区の概要

～せとみの販売額～

山口県大島郡
周防大島町久賀

○産地競争力強化対策事業によりパイプ
ハウスの整備等品質向上・連年安定生
産対策を支援（県単）

〈県単独事業〉



産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：集出荷貯蔵施設の整備による作業能力
向上と、それに応じた生産拡大

計画作成主体：山口宇部地域農業推進協議会
対象品目 ：ねぎ（産地面積：4.72ha）
主な取組主体：有限会社 グリーンハウス
成果目標 ：販売額の10％以上の増加(総販売額)
助成金の活用：整備事業（集出荷貯蔵施設）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H31年度〉

作付面積：4.72ha（出荷数量:210.5t）
販 売 額：247,425千円

作付面積：3.96ha（出荷数量:157.1t）
販 売 額：171,426千円

事業効果

247,425千円

171,426千円

Ｈ27年度 Ｈ31年度

○ねぎ集出荷施設の整備により作業能力が
向上することで山口宇部農業協同組合の
ブランドねぎ「おのだネギ三昧」の販売
量を拡大し、安定出荷ができるようにな
る。

○これにより全国で戦える商品の生産が可
能となり、産地強化を実現。

推進体制

地域の関係者（山口県美祢農林水産事
務所、山口宇部農業協同組合、全国農業
協同組合連合会山口県本部、山陽小野田
市等）が一体となり、事業を推進。

ハウス増棟による面積拡大と、
ねぎ集出荷貯蔵施設の整備により
選別・出荷等の作業能力を向上す
ることで生産拡大と品質向上を図
り、販売額10％以上増加の実現を
目指す。

地域における独自の取組

○パイプハウスの増棟による面積拡大
○農業生産工程管理の徹底による品質安定
化

○土づくり等生産技術の改善による安定生
産

○山口オリジナル品種等有望品種の導入促
進による付加価値向上

○新規就業者等受入体制整備事業を活用し
たパイプハウスの増棟による生産拡大

〈県単独事業〉

〈主な取組〉

＋44％

地区の概要

～ねぎの販売額～

山口県
山陽小野田市
西高泊地区



産地パワーアップ事業の取組事例 （山口県）

取組の概要

取組の概要 ：麦産地の生産力増強の推進
計画作成主体：南すおう地域農業振興協議会
対象品目 ：麦（小麦）（産地面積：94.0ha）
主な取組主体：南すおう農業協同組合
成果目標 ：販売額の10％以上の増加
助成金の活用：生産支援事業（乾燥調製施設のリース
状況 導入）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H28年度〉

〈目標:H31年度〉

作付面積：94.0ha
販 売 額：7,579円/10a

作付面積：76.6ha
販 売 額：4,893円/10a

事業効果

Ｈ28年度 Ｈ31年度

推進体制

地域の関係者（ＪＡ、農林水産事務所、
市町、生産者、アグリ南すおう株式会
社）が連携し、事業を計画的に推進する。

需要に応じた作付面積の拡大が
必要となるなか、乾燥調製施設の
能力不足のため収穫遅れが発生し、
品質低下が課題。
乾燥調製施設の機能強化を図り、

適期収穫による品質向上を実現す
るとともに、排水対策等の基本技
術の徹底による単収の増大等を図
ることで、販売額を10％以上増加
させる。

地域における独自の取組

管内集落営農法人とＪＡで出資設立し
たアグリ南すおう株式会社が、排水対策
等を広域的に行う取組を実施し、産地全
体の収量向上を図る。

〈主な取組〉

7,579円/10a

4,893円/10a

＋55％

地区の概要

～販売額の向上～

柳井市、光市、田布施町

作付面積の拡大に対応した乾燥調製体制の構築 サブソイラによる排水対策

○乾燥調製施設の機能強化により、生産拡
大に対応した乾燥調製体制が構築され、
適期収穫及び収穫後の速やかな乾燥調製
が可能となり、品質が向上。

○土壌改良資材の散布、排水対策等の基本
技術の徹底により、単収が向上。


